これで、街も明るくなるわね。でも、こうなってはゾンビもあわれね
このポーラの言葉を聞いて、1番近くに捕われていたゾンビが声をあらげた。
「ふん、あわれだと!いい気になりやがって。いまにゲップー様がやってきて、おまえら
なんかひと捻りにしてくださるさ!」
ゲップー?初めて聞く名だ……。そこで少し、カマをかけてみることに……。
「ゲップーだって、あんなやつ、もうこの街からとっくに逃げちぞったよ」
「何をバカな。ゲップーさまは、グレープフルーツの滝の奥の秘密基地で、今もこの街を征
服する準備をなさっておられるんだ。このマヌケめ!」
ゾンビは簡単にだまされ、ゲップーとやらの秘密基地の場所を明かしてしまった。
ぼくたちはさっそくグレープフルーツの滝を目ざした。
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「そうだ!ポーラ、これを……」
ぼくは、バスの中で買ったぬれタオルを取り出すと、苦しそうにしているポーラの額にあ
ててやった。
しばらくすると、彼女の呼吸は落ち着き顔色も普通にもどった。
「心配かけてごめんなさい。迷惑かけちゃったわ……

